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KJ法による原因追求を行って
1　はじめに
　看護の対象は傷つき、病み、あるいは幼く、また年
老いた弱い人々である。生命の危険も健康な人々より
比較にならない程多い。健康人にとって何でもないこ
とが、患者には重大な結果を招く。日常生活を援助す
る時は、様々な危険を予測し、その防止に努めなけれ
ばならない。
　V・ヘンダーソンは環境の援助について、『患者が
環境の危険を避けるように援助すること。感染や暴行
などの患者のもたらす危険の可能性を防止することで
ある。』という。
　昭和61年4月、新病院オープンに伴い、患者や医療
従事者を取り巻く様々な環境が変化し、その影響も大
きくなった。入院による環境の変化によって患者の安
全を一番脅かすもの“転倒・転落”ではないだろうか。
　私達は今回、新病院の転倒・転落についてKJ法を
用いて原因追求し、今後どのようにしていけばよいの
かを考察していった。
皿　KJ法の分析
・研究期間　S61年10月11日～11月26日
Qカード枚数　234枚
　転倒・転落の原因を全スタッフが10枚のカードを提
出、分析した結果
　①患者は看護婦が思っている程、転倒・転落につい
て重要視していない。
　②構造上にも問題があり、避けて通れない問題もあ
る。
　③冶療上の規制により起こる問題。
　④看護婦の看護に対する意識の問題。
の4つが大きく関係していることが明白になった。
　入院により患者の環境や生活習慣が変化するのは当
然である。病院という一社会は行動範囲の拡大または
縮小も可能になるが、入院した以上は規則に従って生
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　　　　　入院患者の大部分を占めている高全章には特に適応
　　　　しにくい原因がある。噸Uのベッドなどは往々にして
　　　　不慣れであり、布団のつもりで転落、またベッド下の
　　　　物を拾おうとして転落という例もあった。ベッド以前
　　　　の問題として寝相の悪さも考えられる。寝具・寝相に
　　　　ついての情報、入院前の生活習慣の情報収集も大変重
　　　　要である。
　　　　　また、病院は絶対に「安全」という患者の観念があ
　　　　り、身辺の危険を感じていない。老人特有の頑固さや、
　　　　社会的地位による性格と関係し、自分でできるという
　　　　潜在意識が強くある。この為、介助の必要性を説明し
　　　　ても、患者自身の認識・心構えが不足している為、勝
　　　　手にベッド柵を下げたり、単独で歩行したりする。患
　　　　者は事故に対しての自覚がなく、看護婦が思っている
　　　　程転倒・転落を重要視していないのである。
　　　　　次に患者は、IVHや胸腔ドレーンなどの治療によ
　　　　り行動規制されると、生理的欲求が満たされず精神的
　　　　にも不安定になり易い。また、持続点滴や老人である為
　　　　に夜間頻尿となり、夜間歩行する機会が多くなりがち
　　　・な為、熟睡感がなく不眠になりやすい。
　　　　　不眠を訴える患者は即眠剤を希望し、看護婦も即眠
　　　　剤投与しがちである。その結果、事故は眠剤内服後起
　　　　り易い。それは眠剤内服後の説明不足や、内服後のベ
　　　　ッド整理の不十分、巡視不足など患者管理の甘さに原
　　　　因がある。また、看護婦の眠剤に対する知識不足も考
　　　　えられる。夜勤の人数も少数の為事故発生率も当然多
　　　　いと考えられる。また殆どの看護婦が夜間での事故に
　　　　注意する反面、日中での事故防止の意識が薄らいでい
　　　　る。また、心のどこかに「重症者がいて目が行き届か
　　　　ない」、「事故は必ずしも防げない」という諦めの概
　　　　念があるように思える。
　　　　　事故の中で転倒・転落の頻度は高く、看護婦も慣れ
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てしまっている状況さえある。その反面、看護経験が
浅い為患者に説明不足であったり、看護判断できず事
故を予測できなかったという事実もある。
　経験に関係なく、病棟内での原因として一番多く掲
げられたのはベット柵であった。新病院になり、ベッ
ドも新しくスライド式のものになった。操作が容易に
なった反面、患者自身も操作が容易に可能となった。
差し込み式のものにより事故防止できた例もあるが症
例によると必要患者のベッド柵のし忘れ、挙上の仕方
が甘かったなどが殆どである。患者のADLや症状な
どの把握不足、看護婦の注意・認識不足による判断の
誤り、あるいは申し送りの不十分でスタッフ間の情報
伝達がうまくいかない、生活習慣を把握してない事が
原因となるだろう。
　そしてベッドから車椅子への移動時など”1人でも
大丈夫”と看護婦は自分を過信している。意外に患者
への関心が薄いのではないだろうか。床ぬれや、室内
・廊下の整頓の不備も関与してくる。
　新病院になり、目立った大きな変化は”カーペット“
である。それにより、「床ぬれが原因となる転倒」は
減少してきている。一方、「カーペットによるつまづ
き」という問題点も見逃せない。その中には”点滴ス
タンドの老朽化によるキャスターの回転の不良“”ス
リッパとカーペットとの摩擦の為のつまづき”などの
幣害がある。しかし、実際事故につながっている例は
少ない。
　点滴スタンドについては3種類のスタンドを患者に
用いて考察した結果、安定性のある四脚のもので、重
量が軽く、キャスターの滑りのよいものが好評を得た。
　その他、構造上ナースステーションはカウンター式
でオープンではあるが、死角もあり病室が一望できず
事故が発見されにくいという意見もあった。
皿　考察
　日常生活の中でも転倒・転落は起こり得るが、たと
え発生したとしても患者はそれを事故とは意識しない
だろう。転んでも大事に至らず偶然の出来事としか感
じていない。病識の不足により必要な安静や治療に非
協力的であることが多い。そこで看護婦は転倒・転落
しやすい要因を把握し、患者教育を実施していく必要
がある。
　次に事故の要因を看護婦側より追求すると、
　①観察した事実・情報の判断の誤りや知識不足。
　②看護婦の技術の未熟さや慣れ。
　③チームワークの不十分さや申し送りの不備。
　以上3つの内1つでも欠落すると事故は発生しやす
い。これらの結論がでても外科病棟という多忙な中、短
時間の申し送りで患者全体を把握することは困難であ
り、時間処置、優先度等の現実的側面より考えると患
者のケアが最イ二二のものとなりがちである。1つの情
報を得てもプロセスを考慮せず、”慣れ“として合理
的に看護することが往々にしてある。一例を掲げると
患者の眠剤希望時に、指示の内服・注射等即与薬しが
ちである。何故不眠を訴えるのかを考え、その原因を
取り除き、それでも不眠であれば指示を仰ぐといった
”看護の原点“を私達は忙しさの中、忘れがちではな
いだろうか。
　また患者教育だけでなく、看護婦の教育指導の場を
持つことも必要である。新人オリエンテーション、そ
の後の病棟内でのフォローアップ。新人だけでなく職
場全体が問題意識を持つように日々の病棟集会で事故
の原因、及びプロセスを明確にし、細かく改善策を引
きだしていく事が大切である。
W　まとめ
　今回KJ法を進めていくにあたり、カード内容が具体
性に欠けていた為、その持つ意味を理解するのが困難
であった。全員で1必ずつ島分けしていく中でスタッ
フが日頃感じていること、考えていることを知り、互
いの意見を聴き別の角度から視点を持つことができた。
　この研究で転倒・転落は決して不可抗力でないこと
を理解した。設備の改善や安全に対する周到な姿勢と
看護婦の観察・判断で防止可能な例が殆どである。ま
た患者がいつでもニードを満たすことのできる雰囲気
作りも大切である。
　私達看護婦にとって1対多の看護であっても患者か
ら常に1対1なのである。指示だけをこなす機械的な
看護婦になるのではなく、患者の気持ちや、痛みがわ
かる看護婦でいたい。看護の実践は常に安全という基
盤の上で成り立つことを忘れてはならない。
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